
 

 

 

 

 
 
 

一学期終業式～本当の強さとは～ 
学校長が，一学期終業式に，「本当の強さとは何か」について話をしました。 
 
今日は 1学期終業式です。この 1学期，学校に来られたということ，昨年を思い出して

ください。4 月，5 月とコロナで休校でしたよね。それを思えば学校に来られたという当
たり前のことも，とても価値あることです。さて，今日はこの夏休みに心にとめておいて
ほしい「強い子」というお話をします。 
私はある日一枚の写真を目にしました。それは，一人の難病の女の子の写真でした。その

子の姿は，頭や体のあちこちに器具が取り付けられ，見るに堪えないような姿でした。彼女
の病気は，進行性のため，１年に１回か２回は大きな手術をするのです。それがうまくいか
なければ，命を落とすこともあるそうです。お母さんは，彼女を見ると，いつも「何でうち
の娘だけが，こんな姿にならなければいけないの？」と泣き崩れていました。彼女は，お母
さんを元気づけるために，いつも笑顔でお母さんを迎えるようになりました。そのうちに，
お母さんはどんどんやせ細り，ただ泣いているようになりました。その姿を見かねて彼女
はお母さんが来るとウソをつくようになったのです。「痛いでしょう？」と聞かれると「痛
くない」と笑顔で言うのです。しかし，お母さんが帰ると「痛い，痛い」と泣き出すのです。
「夜も寝られないでしょう？」と聞かれれば，「よく寝られるよ」というのですが，彼女の
病室からは一晩中うめき声が続いています。また，彼女は童話が大好きで，毎日読んでいま
した。そのうちに自分でも童話を作るようになりました。それは，すべてお母さんを元気づ
けるお話ばかりでした。その中に，「強い子」というお話があります。 
彼女が生まれる前のお話です。ある日彼女は神様に呼ばれました。神様のところに行く

と，すでにたくさんの赤ちゃんたちが並んで待っていました。そして，一人一人が神様から
プレゼントをもらっているのです。「この町に生まれたい」と言えばその町に生んでくれま
す。「お金持ちの家に生まれたい」と言えば，その家に生んでくれます。どんな夢でもかな
えてくれるのです。そして，とうとう彼女の番になりました。しかし，その時彼女は自分が
欲しいプレゼントが決まっていませんでした。ふと見ると，神様の後ろに「重い病気」とい
うプレゼントがあるのを見つけるのです。彼女は神様に「これは誰がもらえるの？」と聞き
ました。すると，神様は「これがもらえるのは，一番強い子だよ。なぜなら，このプレゼン
トをもらった子は，生きている間はずっと苦しむことになるから」と。その時，彼女はこう
思ったのです。「もし，自分以外の子がこのプレゼントをもらって生まれてきたとしたら，
自分がその子に会った時にとってもつらい気持ちになるだろうな」そして，彼女は神様に
お願いしました。「私が一番強い子よ。他の子には，絶対あげないで。私なら耐えてみせる。
他の子が苦しむのは絶対に嫌だから，そのプレゼントは私にください」すると，神様が，
「君が一番強い子だね。ならば，あげよう。君が来るのをずっと待っていたんだよ」と彼女
に言いました。すべての人に、生まれてきた理由があります。私たちが生まれてきたのは必
要な存在だからなのです。 
「あなたが生まれた理由は何でしょう？」「本当の強さとは何でしょう？」 
あなた方一人一人には生まれてきた理由があり

ます。だれも要らない人はいないのです。だから，
自分の欠点も含めてまるごと愛する自分でいてほ
しいのです。自分をまるごと愛するとは，自分を人
と比べてダメな人間だと思わないこと，自分の目
標を持つことです。本当の強さとは，人のことも大
切にできること，みんなが同じじゃないというこ
とを知ることです。そして，もっと深く分かり合う
ためには，相手の思いを聞き，自分の思いを伝える
ために言葉を磨くことが必要です。言葉を磨くた
めにはやはり読書です。この夏休みたくさん本を
読んでみてください。そして二学期もみんなで質
の高い学びを目指して協力していきましょう。  
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児童代表の言葉～一学期にがんばってきたこと～ 
 

『一学期を振り返って』                          ３年 後藤 愛  
 ４月から３年生は，「そろえる・伝える・ささえる」ことを大切にして，みんながの
びていくことができるようにがんばってきました。これから私は，一学期を振り返っ
てがんばってきたことを皆さんに「伝え」ようと思います。 
 私は３年生になって，低学年にはなかった理科や社会科などの学習をするようにな
りました。そして，音楽ではリコーダー，書写の時間には，筆を使って習字の学習を
するようになりました。私は，新しく始めた学習の中で，リコーダーのことが心に残
っています。もともと，わたしは音楽がすきでしたが，おもに，歌うことがすきで，楽
器の演奏には，特別興味があったわけではありませんでした。始めるまでは，少し楽
しみで，「ちゃんと吹けるかなあ」と少し心配でした。コロナで緊急事態宣言が出る前，
音楽の時間に「シ」の音を出す練習をしました。ほんの数回だけど，音が出ると楽し 
い気分になりました。イメージ通りのきれいな音ではなかったけれどうれしかったです。二つ以上の音
を出すようになると，指づかいは分かっていても，指が思うようにスムーズに動きませんでした。「上
手になりたいな。」「がんばらないと・・・。」と思うようになりました。 緊急事態宣言が出て，学校
では，音を出して練習することができなくなってしまいました。「もっと練習したい。」と思いました。
そこで，お家でも自分ですすんで練習をすることにしました。練習すればするほど，楽しくなってきま
した。そして，だんだんスムーズに指が動くようになってきました。お母さんにも聞いてもらいました。 
最近では，音楽の時間に指づかいが分からなくてこまっている友だちに，アドバイスできるくらいにな
りました。音を出さずにシーディーの曲に合わせてする指使いの練習も楽しくがんばっています。コロ
ナで思い切り練習できない中でも，工夫して前向きに取り組んでいけば，楽しく学習することも，力を
つけることもできるのだと分かりました。これからも，たくさん練習して，きれいな音で，すきな曲を
ふけるようになりたいと思います。 
 また，一学期は，習字の時間，思うようにうまく書くことができませんでした。二学期，お手本を 
しっかり見ながら，上手に書くためのポイントをよく考え，自分で納得のいく字が書けるように習字
もがんばってみようと思います。  
平和な世界を目指して～府小っ子平和集会～ 
７月１９日（月）の朝会で，各学年の代表が平和の意味や命の大切さ，思いやりの心についてそ

れぞれの学年で学んだこと，考えたことを，全校に向けて表現しました。戦争や平和を学び考える
中で，自分の生活を振り返り見つめ直すきっかけになった児童がたくさんいました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

平
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こ
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一
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池
田 

美
春 

私
は
、
戦
争
は
大
事
な
命
が
な
く
な
っ

て
し
ま
う
か
ら
、
い
け
な
い
と
思
い
ま
し

た
。
戦
争
は
も
う
ぜ
っ
た
い
に
起
こ
っ
て

ほ
し
く
な
い
で
す
。
平
和
っ
て
、
き
れ
い
な

や
さ
し
い
心
だ
か
ら
い
い
な
と
思
い
ま
し

た
。
私
は
、
み
ん
な
が
な
か
よ
く
し
た
り
、

い
じ
わ
る
を
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
ち
ゃ
ん

と
あ
や
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
が
平
和
に
つ

な
が
る
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 

私
は
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お
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だ
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と
け
ん
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を
せ
ず
に

な
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た
い
で
す
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俳
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私
は
、
平
和
に
つ
い
て
考
え
、
こ
ん
な
俳 

句
を
作
り
ま
し
た
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マ
マ
な
ん
で 

 

お
な
か
が
す
い
て
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子
が
い
る
よ 

な
ぜ
、
こ
の
俳
句
を
作
っ
た
か
と
い
う

と
、
テ
レ
ビ
を
見
て
ご
飯
を
食
べ
ら
れ
な

く
て
死
ん
で
し
ま
う
子
が
い
る
こ
と
を
知

っ
た
か
ら
で
す
。 

 

学
校
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
勉
強
を
し
て
い

ま
す
。
世
界
中
で
戦
争
が
な
く
な
っ
て
ほ

し
い
で
す
。
み
ん
な
が
き
れ
い
な
水
を
飲

め
て
、
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
ほ
し
い
で
す
。
今
、
私
に
で
き
る
こ
と
は

少
な
い
け
ど
、
私
は
食
べ
物
や
水
を
大
切

に
す
る
こ
と
、
お
友
だ
ち
に
や
さ
し
く
す

る
こ
と
を
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
で
す
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校長先生の話～各学年の発表を終えて～ 
戦争と平和について考える時，私は米倉斉加年さんが書かれた「大人になれなかった弟たちに‥…」

というお話を思い出します。中学校２年生の教科書に載っているお話です。絵本にもなっているので
読んだことがある人もいるかも知れません。 
戦争で死ぬというと皆さんはどんなことを思い浮かべますか。爆弾や銃で撃たれて死ぬ，もちろん

それもありますが，２年生の小川さんの発表にもあったように食べ物がなくて飢えで死んでいった人
がたくさんいます。「大人になれなかった弟たちに‥…」は，食べ物がなくてひもじかった兄が弟のミ
ルクを盗み飲みしてしまい，その後，弟が栄養失調で死んでしまうというお話です。弟たちにと複数
にしているのは，自分の弟のように死んでいった子供たちがたくさんいたからです。戦争は戦場で戦
う人の命だけでなく，無差別に多くの人の命が無抵抗のまま奪われてしまうことです。 
今日，１年生から６年生の代表が自分の言葉で平和についてのメッセージを発表してくれました。

いつも自分の命と他者の命に敏感であること，感性を磨いて自分の言葉で戦争と平和について語れる
こと，それがこれからの私たちに求められています。今日は一人一人が戦争と平和について考える一
日にしましょう。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
家庭でも根っこ育て～夏の体づくりは骨づくりから～ 

子供の骨が弱くなっていると感じたことはありませんか。独立行政
法人日本スポーツ振興センターが行った調査によると子供の骨折は
３０年前に比べて約１.５倍にも増えているそうです。丈夫な骨をつ
くるためにはカルシウムをとるとよいのですが，カルシウムを体に吸
収しやすくするには，青魚を食べたり日光を浴びたりして体につくら
れるビタミンＤや海藻・緑黄色野菜等で採れるビタミンＫが必要です。
また，強い骨をつくるには運動も必要です。運動をして骨に負荷をか
けると，それが刺激となって骨の強化を促進します。また，睡眠中分
泌される成長ホルモンは骨を強く成長させる役割があるため，子供の
頃からしっかりと睡眠時間を確保し，その分泌を促すことが大切です。
生活の中の食事・運動・睡眠を整えて丈夫な骨＝体をつくりましょう。 
 

ありがとうございます！府小っ子のために 
地域の方から，子供たちに使ってほしいと英語の絵

本の寄付がありました。現在，府中小学校にはイング
リッシュルームがあり，国際理解に関わる掲示を行っ
たり図書などを置いたりしています。この絵本もイン
グリッシュルームに置いて活用していきます。 

私
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国
語
の
時
間
に
平
和
に
つ

い
て
自
分
が
思
う
こ
と
を
言
葉
に
表

し
ま
し
た
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私
が
思
い
つ
い
た
言
葉

は
「
青
空
」
と
い
う
言
葉
で
す
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な

ぜ
か
と
い
う
と
、
戦
争
中
は
て
き
の

飛
行
機
が
飛
ん
で
き
て
広
々
と
し
た

青
空
は
平
和
の
象
徴
の
よ
う
に
思
い

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
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は
広
い
青
空

と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
詩
を
書
き
ま

し
た
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行
の
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の
字
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・
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・
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・
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と
い
う
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を
使
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い
ま
す
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人
の
命
を
う
ば
う
も
の
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悲
し
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と
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し
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が
ま
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て
い

る
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は
人
を
傷
つ
け
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人
の
命
を
大
切
に
す
る
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明
る
く
楽
し
い
く
ら
し
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何
気
な
い
日
々
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平
和
の
ほ
う
が
ず
っ
と
い
い
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け
ん
か
を
し
た
と
き
は
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お
た
が
い
を
傷
つ
け
あ
わ
ず
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相
手
の
こ
と
を
考
え
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す
ぐ
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仲
直
り
を
し
た
い
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に
感
し
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家
族
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友
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大
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に
し
た
い
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思
い
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持
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持
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と
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つ
け
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や
さ
し
い
世
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し
た
い
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 私
た
ち
は
「
平
和
の
音
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い
て
い
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り
の
人
の
笑
い
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ザ
ザ
ザ
ザ
ー
と
風
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音 

車
や
バ
イ
ク
の
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ジ
ン
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つ
う
に
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れ
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の
音 

全
部
全
部
平
和
の
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す
か
な
音
が
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こ
え
て
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や
セ
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の
鳴
き
声 

周
り
の
人
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っ
て
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つ
ら
れ
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私
も
笑
っ
て
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何
気
な
い
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あ
る
平
和
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そ
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が
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け
る
だ
け
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私
た
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ま
れ
て
い
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ど
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や
っ
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平
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を
続
け
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い
け
る
の
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す
れ
ば 

戦
争
が
な
く
な
る
の
？
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そ
の
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え
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…
今
を
大
切
に
す
れ
ば
い
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 今
、
で
き
る
こ
と
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今
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
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「
ど
う
や
っ
て
？
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「
ど
ん
な
こ
と
を
？
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平
和
な
、
か
す
か
な
音
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争
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つ
い
て
学
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だ
こ
と
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弟
や
妹
な
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戦
争
に
つ
い
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学
ん
で
い
な
い
子
た
ち
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伝
え
て
い
く
こ
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大
切
な
こ
と
は
平
和
を
未
来
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つ
な
げ
て
い
く
こ
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戦
争
を
知
ら
な
い
人
々
に 

つ
な
げ
て
い
く
こ
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八
月
六
日
の
鐘
の
音
を
毎
年
聞
き 

平
和
に
つ
い
て
考
え
る
こ
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そ
れ
が
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と 

私
は
こ
れ
か
ら
も
聞
き
続
け
た
い 

平
和
の
音
を 

平
和
な
世
界
を
目
指
し
て 

六
年 

坊
田 

彩
佳  

も
う
す
ぐ
八
月
六
日
で
す
。
昔
、
広
島
に
原
ば

く
が
落
と
さ
れ
た
ん
だ
な
、
た
く
さ
ん
の
人
の
命

が
一
瞬
で
な
く
な
っ
た
ん
だ
な
と
い
う
こ
と
は
分

か
っ
て
い
ま
し
た
が
，
遠
い
昔
の
出
来
事
の
よ
う

に
と
ら
え
て
い
ま
し
た
。 

七
月
に
入
り
、
道
徳
の
授
業
で
「
白
旗
の
小
女
」

と
い
う
教
材
で
学
習
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
沖

縄
を
戦
場
と
し
た
沖
縄
戦
の
話
で
す
。
当
時
七
才

だ
っ
た
富
子
さ
ん
は
ぼ
う
く
う
ご
う
で
出
会
っ
た

や
さ
し
い
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
に
白
い
旗

を
作
っ
て
も
ら
っ
て
、
命
を
助
け
て
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
の
白
い
旗
を
持
っ
て
ぼ
う
く
う
ご
う
か
ら

出
て
い
っ
た
と
こ
ろ
を
ア
メ
リ
カ
の
カ
メ
ラ
マ
ン

に
と
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
そ
の
写
真
で
す
。
み

な
さ
ん
、
見
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
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私
は
七
才
で
一
人
ぼ
っ
ち
に
な
っ
た
富
子
さ
ん

は
あ
ま
り
じ
ょ
う
き
ょ
う
が
分
か
っ
て
い
な
か
っ

た
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
き
っ
と
さ
み
し
か
っ
た

り
、
不
安
だ
っ
た
り
し
た
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。 

私
が
こ
の
授
業
で
一
番
心
に
残
っ
た
こ
と
は
、

富
子
さ
ん
が
四
十
三
年
ぶ
り
に
ア
メ
リ
カ
の
カ
メ

ラ
マ
ン
と
再
会
し
て
思
っ
た
「
こ
れ
で
私
の
沖
縄

戦
が
終
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
あ
ん
な
不
幸
な

で
き
ご
と
を
く
り
返
さ
な
い
た
め
に
も
、
あ
の
体

験
を
語
り
つ
が
な
け
れ
ば
…
。
」
と
い
う
と
こ
ろ
で

す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
戦
争
で
富
子
さ
ん
も
と

て
も
つ
ら
い
思
い
を
し
て
い
る
の
に
、
そ
れ
を
語

り
つ
が
な
け
れ
ば
と
い
う
前
向
き
な
気
持
ち
が
す

ご
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。 

 

私
は
戦
争
や
原
ば
く
は
遠
い
昔
の
こ
と
だ
と
思

っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
う
で
は
な
く
、
平

和
な
世
界
は
私
た
ち
自
身
が
つ
く
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。 

私
が
平
和
な
世
界
を
つ
く
る
た
め
に
今
私
た
ち

に
で
き
る
こ
と
は
な
ん
だ
ろ
う
と
考
え
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
毎
日
の
授
業
で
し
っ
か
り
考
え
た
り
、

友
だ
ち
の
意
見
を
受
け
入
れ
た
り
し
な
が
ら
、
人

の
気
持
ち
を
考
え
ら
れ
る
力
を
つ
け
る
こ
と
だ
と

考
え
ま
し
た
。
今
で
き
る
こ
と
を
私
た
ち
み
ん
な

で
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

強い骨をつくるために 
①カルシウム，ビタミン D や

Kをしっかりと摂取する 
②適度な日光浴，運動や外遊び
で骨に刺激を与える 

③十分な睡眠時間を確保して，
成長ホルモンの分泌を促す 

食事・運動・睡眠 



さわやか挨拶運動で～１００回会ったら１００回挨拶～ 
昨年度に引き続き，今年度も保護者の有志の方が門に立って挨拶をしたりぐんぐんカードを配付

したりしてくださいます。７月の「さわやか挨拶運動」では，４人のお父さんお母さんが参加して
くださいました。「元気のよい挨拶をたくさんしてもらいました。」「ぐんぐんカードを配ると子供
たちはとても喜んでくれるのですね。」などの感想をいただきました。参加してみて子供たちの様
子がよく分かったともおっしゃっていました。４人のお父さんお母さんが大きな挨拶で「子供たち
のお手本」になってくださっているのがとても心強かったです。 
府中小学校はたくさんの方にお力をいただいています。引き続きよろしくお願いします。     

 
 
 
 

読み聞かせボランティア「ひだまり」の活動 
コロナウイルス感染症対策でスタートを遅らせていた読み聞かせボランティア「ひだまり」の活

動が７月２日（金）にスタートしました。初回は１・２年生。特に，１年生は保護者・地域の方に
読んでいただく読み聞かせは初めてで，大喜び。身を乗り出して熱心に聞き入りました。１学期は
回数が少なく，残念でしたが，２学期も楽しみにしています。これからもよろしくお願いします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

府小っ子応援校舎外壁掃除ボランティア 
中央校舎の外壁が雨風にさらされ汚れてき

ていたことから，校舎外壁掃除ボランティア
を募集したところ，１１名も参加を希望して
くださいました。残念ながら７月１０日（土）
は雨天の予報のため中止にしましたが，７月
１３日（火）７月１６日（金）に参加してく
ださったお父さん方が，中庭のウッドデッキ
や外壁を高圧洗浄機でピカピカにしてくださ
いました。これまでは濡れるとツルツル滑っ
て危険だったウッドデッキも，もう大丈夫で
す。高い所についていた汚れも落としていた
だき，まるで新品のようになりました。暑い
中，我が子が通う学校のためにお掃除をして
くださり本当にありがとうございました。 

～子供たちの感想より～ 
○お話がおもしろかったです。 
○こんな本があるんだなあと思
いました。 

○絵本の中のやおやのおじさん
はやさしいなと思いました。 



学校の取組に対する評価アンケート結果について 

 ７月１０日（土）は１学期の学習や生活の様子をお伝えする保護者懇談会でした。その際，ご協
力いただいた学校評価アンケートの結果についてお知らせします。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校評価の全ての項目について９０%以上の高い肯定的評価をいただきました。特に「読書活動」
に関わる項目１，「府中小の教育方針・教育活動への満足度」に関わる項目６，「語彙力の向
上」に関わる項目２，「情報発信」に関わる項目５の肯定的評価の割合が高く，府中小学校の目指
す「根っこ育て」への理解が高まっていることを感じています。項目２では日頃から辞書や辞典
で調べたり，言葉にこだわった授業を行ったりしている「語彙に関する指導」に対して一定の評
価をいただきました。項目３は「表現力」に関わる項目です。作文等での「書く活動」は，俳句
を始めとして詩，要約文，読書感想文，生活作文等の指導を継続しており，さらに自主学習ノート
で充実させようとしています。項目４の「ぐんぐんカード」の取組は，委員会活動やＰＴＡ活動
とも連動しており，これからも子供たちのよさを伸ばし，子供たちの励みになるよう取組をすすめ
ていこうとしているところです。項目５・項目６に関しては，保護者の方から，「学校だより，学
年だよりなど，普段分からない学校での子供たちの様子がとても分かりやすく書いてあり，
府中小学校が，子供たちのため，校長先生を始め先生方が色々なことに取り組んでいる事
が伝わってきます。学校の取組を知ることで，継続した取組をしようという思いで我が子
に接することができます。」という言葉をいただきました。感染症対策のため，学校へ来ていた
だくことがなかなかできていませんが，学校と同じ思いで子育てをしていこうという保護者の
方の気持ちがアンケート結果に表れていることを感じています。 
この結果を受けて，さらに保護者や地域の皆様に信頼されるよう全教職員で教育の質の向上を目

指し，取り組んでいきます。学校評価アンケートへご協力いただき，ありがとうございました。 
 

ある朝の出来事～ＰＴＡ新聞を読んで～ 
令和３年度のＰＴＡ新聞が児童に配付された日の翌日のこと，４年生の児童

が大事そうにＰＴＡ新聞を手に登校してきました。「どうしてＰＴＡ新聞を手
に持っているの。」と尋ねると，「気に入っているの。校長先生やＰＴＡ会長さ
んが学校やＰＴＡの目標のようなことを書いてくださっていたので読みなお
して自分の目標の参考にしています。」という答えでした。校内の教職員や取
組がよく分かるところもお気に入りだそうです。ＰＴＡ新聞がこんなにも子供
の心や行動に素敵な影響を与えているのかと嬉しく思った出来事でした。 

98.9% 

95.9% 

93.1% 

92.0% 

95.9% 

97.3% 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
【お知らせ】夏季休業中学校閉庁について 
 ８月９日（月）～８月１６日（月）は町内の学校を施錠し完全に閉庁します。事故やコロナウイ
ルス感染症に係るご連絡がある場合は，土日を除く８時３０分～１７時１５分に府中町教育委
員会学校教育課（082-286-3271）へお電話ください。 


